
東予一般廃棄物最終処分場

河原津干拓地

「
千
の
風
に
な
っ
た
あ
な

た
へ
贈
る
手
紙
」
募
集
事

業
や
そ
の
作
品
集
の
全
国
発
刊
に

よ
り
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
呼

び
、
西
条
市
と
い
う
都
市
の
存
在

と
名
曲
ゆ
か
り
の
ま
ち
と
い
う
新

た
な
魅
力
を
全
国
に
大
き
く
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
手
紙
の
募
集
や
優
秀
作

品
の
選
考
を
は
じ
め
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
白
い
羽
の
ポ
ス
ト
の

設
置
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
協
力

の
下
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、

本
市
の
官
民
協
働
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。
特
に
、
白
い
羽
の
ポ
ス
ト
を

設
置
し
た
北
海
道
七
飯
町
や
新
潟

市
、
西
条
市
の
３
都
市
間
連
携
で

全
国
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
希
有

の
成
果
を
生
ん
で
き
た
も
の
で
あ

る
。

　

今
後
は
、
全
国
発
信
の
継
続
及

び
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
本
市
へ
の

来
訪
者
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
歌
碑
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
や
未
掲
載
作
品
を
中
心

と
し
た
定
期
的
な
市
内
巡
回
作
品

展
の
開
催
、
白
い
羽
の
ポ
ス
ト
を

活
用
し
た
新
た
な
散
策
ル
ー
ト
の

構
築
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

東
予
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
は
、
平
成
31
年
３
月

末
に
閉
鎖
す
る
予
定
で
あ
り
、
利

用
者
の
利
便
性
な
ど
か
ら
、
西
部

地
域
へ
の
新
た
な
最
終
処
分
場
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

奨
励
補
助
金
を
実
施
団
体
に
交
付

し
て
い
る
が
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
使
用
す
る
場
合
、
契
約
業
者

に
よ
る
回
収
な
の
か
、
資
源
ご
み

の
持
ち
去
り
行
為
な
の
か
、
判
別

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
実
施

団
体
を
登
録
す
る
際
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
な
い
よ
う
条

件
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
、
市
内
に
は
、
東
部
、

船
屋
、
東
予
、
丹
原
の
４

か
所
に
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

が
あ
る
。
平
成
26
年
３
月
末
現
在

の
全
体
残
余
容
量
は
、
８
万
３
千

683
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
年
間

埋
立
量
を
約
４
千
立
方
メ
ー
ト
ル

と
推
測
す
る
と
、
埋
め
立
て
可
能

年
数
は
約
20
年
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や

ひ
う
ち
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

衛
生
施
設
の
更
新
時
期
を
迎
え
て

お
り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

新
た
に
最
終
処
分
場
を
整
備
す
る

よ
り
も
、
東
予
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
延

命
化
を
図
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し

た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
つ
い

て
は
、
実
施
団
体
に
対
し
て
、
市

の
委
託
収
集
日
と
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
の
活
動
日
が
重
な
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。
収
集
日
以
外

で
あ
れ
ば
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
使
用
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
と
も
、
地
域
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。

平
成
25
年
10
月
に
河
原
津

干
拓
地
活
用
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
干
拓
地

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
な

さ
れ
、
新
た
な
展
開
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
協
議
会
の
開

催
状
況
及
び
協
議
会
か
ら
の
報
告

内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
協
議
会
の
報
告
を
踏
ま

え
、
今
後
、
干
拓
地
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

河
原
津
干
拓
地
活
用
協
議

会
は
、
設
立
後
、
計
４
回

の
会
議
を
開
き
、
活
用
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
同
協
議

会
か
ら
最
終
報
告
が
あ
り
、
農
地

に
つ
い
て
は
、
植
物
工
場
、
施
設

園
芸
、
野
菜
な
ど
の
露
地
栽
培
と

牧
畜
、
景
観
作
物
、
新
規
農
業
者

の
研
修
施
設
、
市
民
農
園
と
い
っ

た
活
用
方
策
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら

を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
方
式
が
効
果
的
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
旧
愛
媛
県
水
産
試
験
場

に
つ
い
て
は
、
陸
上
養
殖
施
設
及

び
水
産
養
殖
等
研
究
施
設
と
し
て

の
活
用
方
策
が
提
案
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
干
拓
地
は
、
利
活
用

に
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
た

貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
将
来

の
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
効

活
用
の
実
現
化
に
向
け
、
総
合
的

な
検
討
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
と
の
提
言
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
を
基
に
、
事
務

レ
ベ
ル
の
検
討
作
業
を
行
う
と
と

も
に
、
具
体
的
な
活
用
の
方
向
性

を
広
く
関
係
者
と
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ど
う
考
え
る
？

　
　
　
　

  

市
の
ご
み
問
題

答

答

答
活
用
の
方
策
は
？

　
　
　
　

  

河
原
津
干
拓
地


